
【はじめに】

数学演習Ⅰを履修しているみなさん。こんにちは，教科担当の森です。

今回も引き続き課題での学習です。前回と違い，:HEでの課題配布になります

ので，ノートまたはルーズリーフで提出してください。問題文は写さなくても

大丈夫です。問題番号と自分の解答を書いて，答え合わせをして提出です。

今回の学習範囲はニューパワーオンのS�����������の5HYLHZ�です。

教科書を持っていない人のために，このプリントに類題と一緒にまとめてあり

ます。解答は別の3')にありますので，そちらで答え合わせをしてください。

教科書S���　４　�次関数の最大�最小　��１

�次関数�\ � �[ ��[�������[ 
�� �の最大値と最小値を求めよ。また，その

ときの�[�の値を求めよ。

�　�次関数の最大値�最小値を求めるには，まず平方完成をして頂点の座標

が定義域に含まれるかどうかを調べる。また，定義域の両端についても調べる

とよい。

教科書S���　４　�次関数の最大�最小　��２

�次関数�I� 
[  
�D[ ��D[�E�����[ 
�� �の最大値が�，最小値が－�になるよう

に，定数�D，E�の値を定めよ。ただし，�D!��とする。

教科書S���　４　�次関数の最大�最小　��３

�次関数�\ �[ ��[���の���[�N�における最大値と最小値を，次のそれぞれ

の場合について求めよ。

�　頂点が定義域に含まれるかどうかを考える。
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教科書S���　５　�次関数のグラフと式の決定　��４

�つの�次関数�\ �[ ��[�，�\ �� �[ ��D[�E�のグラフの頂点が一致するよう

に，定数�D，Eの値を定めよ。

�　�つの�次関数をそれぞれ平方完成して，頂点の座標を求めよう。

教科書S���　５　�次関数のグラフと式の決定　��５

グラフが次の条件を満たす�次関数を求めよ。

���　�点�� 
�，� ，� 
�，��，� 
��，� �を通る。

�　�\ �D[ �E[�F �に代入して�D，E，F�を求めよう。

���　軸が�[ ��で，�点�� 
�，� ，� 
��，�� �を通る。

�　�\ D �
� 
�[ S �T�に代入して�D，S，T�を求めよう。

教科書S���　５　�次関数のグラフと式の決定　��６

放物線�\ � �[ ��[���を�[�軸方向に�，�\�軸方向に��だけ平行移動して得られ

る放物線の方程式を求めよ。

教科書S���　６　�次方程式　��７

次の方程式を解け。
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�　うまく式変形をして，�次方程式の解の公式を使おう。

解の公式　� �D[ �E[�F ��の解は　[ 
��E ( ��E �DF

�D
�

教科書S���　６　�次方程式　��８

�次方程式� �[ � �N [��[�� ��の解の�つが�であるとき，定数�N�の値と他の解

を求めよ。

教科書S���　６　�次方程式　��９

�次方程式� �[ ��N[� �N ��N�� ��が重解をもつように，定数�N�の値を定めよ。

また，そのときの重解を求めよ。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

�ここから類題です。もし教科書の問題が難しすぎる場合は，まずこちらから

解いてみましょう。
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次の���次関数に最大値，最小値があれば，それを求めよ。10

�　定義域がない場合，必ず頂点で最大値か最小値になります。
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D!��とする。関数�\ �D[ ��D[�E ������[ 
�� �の最大値が��，最小値が���で11

あるように，定数�D，E�の値を定めよ。

�　まずは平方完成をして，頂点の座標を求めよう。

次の条件を満たす放物線をグラフにもつ���次関数を求めよ。12

�　����では�\ D �
� 
�[ S �T�，����では�\ �D[ �E[�F�の形で考えよう。

���　頂点が点�� 
�，� �で，点���， 
�� �を通る
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次の条件を満たすように，定数�D，S，T�の値を定めよ。13

�　条件の値を式に代入して定数の値を求めよう。

���　��次関数�\ D �
� 
�[ � ���のグラフが点�� 
�，� �を通る。

���　��次関数�\ D �
� 
�[ � �T�は最小値����をとり，[ ��で�\ ��となる。

���　��次関数�\ D �
� 
�[ S ���は�[ ��で最大値をとり，[ ��で�\ ���となる。

次の���次方程式を解け。14

�　�次方程式は因数分解か解の公式で解くことができます。
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��次方程式� �[ ���[�P ��が次の条件を満たすとき，定数�P�の値または値の15

範囲を求めよ。

�　�次方程式� �D[ �E[�F ��の判別式�' �E ��DF�を使おう。

���　異なる���つの実数解をもつ。

���　重解をもつ。　　　　　　　　　　　　���　実数解をもたない。
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